
１　事業の概要と実績

※金額については１円単位で記入してください

２　事業実施状況に対する評価

３　今後の事業展開（事務改善）

　事業成果及び事務効率に対する評価

成果があがっているが、実施手法は効率的でない

今後の事業展開（事務改善）
改善の方向性 27年度の評価を踏まえた28年度以降の取組内容

事業（活動）の効率・成果を高める

平成２８年度は、備品の転活用を積極的に行い、限られた予算の中で、教室等の有効利用ができるようにする。
備品への手入れ、修繕により、廃棄備品の減量、備品更新時の必要性の精査など、備品の適正管理を徹底する。
備品廃棄について、効率的なルートで巡回できるよう、実施時期等の検討を行う。
事業内容として、廃棄のみでなく、減量化や有効活用も含めることを検討したうえで、第４次実施計画への位置付けにつ
いて検討する。

老朽化等により廃棄すべき備品が毎年発生してしまう状況にあり、教室等の有効利用を図るため、備品の廃棄を行う必要がある。

　事業実施状況に対する分析（課題の抽出）

事
業
成
果

平成２７年度は、137,363ｋｇの備品を廃棄し、目標を大幅に達成することができた。しかしながら、平成２８年度は、平成２７年度に比べ備品廃棄に係る
予算が減少しているため、限られた予算の中で、より効果的に行うよう検討が必要がある。
また、これまで廃棄量でしか事業についての検証を行っておらず、転活用による備品の有効利用等についての検証についても、検討が必要である。

事
務
効
率

小中３２校の備品を回収する際、職員の立ち合いが必要となるため、数日間の立ち合い業務が生じている。
その中で、各学校の希望の時間に訪問するため、巡回ルートが非効率的となっている。

一般財源 3,494,610 2,912,000

　事業の必要性

財
源
内
訳

特
定
財
源 その他

県支出金

国庫支出金

地方債

#DIV/0! #DIV/0!

臨時・非常勤等

従事者数 0.35 0.33 0 0

職員 0.35 0.33

2,116,000

予算額 3,507,000 2,912,000

27年度 28年度 29年度 30年度

事
業
費

実施計画事業費 - 2,912,000 2,419,000

決算額 3,494,610

執行率 99.6% 0.0%

目標値 実績値

20,000ｋｇ 137,363ｋｇ 50,000ｋｇ 50,000ｋｇ 50,000ｋｇ

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

27年度（第2次実施計画） 28年度（第3次実施計画） 29年度（第3次実施計画） 30年度（第3次実施計画）

対象 市立小中学校 事業の性質区分 定例・定型 業務計画 □

事業の概要 法令にしたがって適正に処理できるよう専門事業者に処理を委託する。

事務事業名 学校備品等の廃棄 事務区分 自治事務 部課かい名 教育総務部　教育総務課

指標
処理量（第２次実施計画）
学校備品等の廃棄物の処理量（第３次実施計画）

【 平成28年度 第1回提出 】　業務棚卸評価シート

No. 10 シート作成者 - -

事業の目的
学校内に不要備品類があふれず、諸室が有効利用されるようにす
る。

事業の目標 廃棄物の削減



４　事業を構成する活動に係る改善内容

8-5 備品の転活用を進める。 転活用回数 年１回

【再設定項目】事業を構成する活動（28年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）

8-4 学校文書の廃棄を行う。 廃棄回数 年１回 100,000

8-3 薬品の廃棄を行う。（３年ごとに実施のため、28年度活動なし）

8-2 処理困難物の廃棄を行う。（数年に１回実施） 廃棄回数 年１回 812,000

8-1 小・中学校の備品等の廃棄を行う。 廃棄回数 年１回 2,000,000

事業を構成する活動（28年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）

10-4 １回実施する。 位置付けない

10-2 １回実施する。 位置付けない

10-3 今年度は実施しない。 位置付けない

27年度活動の結果を踏まえた28年度以降の改善内容

項番 改善内容 経営改善方針への位置付け

10-1 備品の廃棄について、効率的に行えるよう、実施時期等を検討する。 位置付けない

324,000

10-4 学校文書の廃棄 廃棄回数 年１回 年１回 100,000 233,280

10-3 薬品の廃棄（３年ごとに実施。次回は平成２７年度） 廃棄回数 年１回 年１回 408,000

2,937,330

10-2 処理困難物の廃棄（数年に１回実施）

10-1 小・中学校の備品等廃棄 廃棄回数 年３回 年２回 2,999,000

事業を構成する活動（27年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）



１　事業の概要と実績

※金額については１円単位で記入してください

２　事業実施状況に対する評価

３　今後の事業展開（事務改善）

　事業成果及び事務効率に対する評価

成果があがっているが、実施手法は効率的でない

今後の事業展開（事務改善）
改善の方向性 27年度の評価を踏まえた28年度以降の取組内容

事業（活動）の効率・成果を高める

平成２８年度は、教育委員会表彰を継続して実施するとともに、感謝状の被贈呈者の拡大を検討する。被贈呈者の拡大
については、教育委員会内の情報交換を積極的に行うことで連携・協力をする。また、関係各課に対しても感謝状贈呈
制度の周知を行い、各課が所管する団体へも理解を得ながら、この趣旨を理解した各関係者の推薦により新規の対象
者を募れる体制の整備を進める。
感謝状贈呈に係る事務については、推薦や協議の過程について、関係各課への依頼の時期や各団体の会議日程など
の状況等をふまえ、よりスムーズに行えるように検討を各課行う。

県支出金

事
業
成
果

教育委員会定例表彰は規程により、表彰者を決定する。各年度により表彰者数は変動する傾向があり、規程(１０年表彰等）により表彰者が増減する
年度もあるが毎年５０団体（人）程度を定例的に表彰している。
平成２６年度から始めた教育委員会感謝状については、これまでは限られた学校支援活動の関係者等に送られているが、より多様な支援活動をされ
る方へ感謝状を贈呈することで、地域における活動の効果が高まると考えられることから、今後は教育委員会の全体から推薦を募ることとする。

事
務
効
率

教育委員会表彰は内申の提出により、協議の上決定している。感謝状については、各課より推薦を受け状況を確認後協議し決定しているが、現行では
各課に依頼した後、各課から各団体に再度依頼しており、結果が出るまでに時間を要するためあまり効率的ではない。

一般財源 509,063 519,000

　事業の必要性

地方債

教育委員会は、茅ヶ崎市教育委員会表彰規程により、茅ヶ崎市の教育に振興した教育関係者や文化・スポーツ活動などが優れた生徒・児童並びに他の模範とな
る行為のあった者を１１月１日に表彰している。また、平成２６年度より、学校教育を支援するボランティア活動等功績のある方や市の教育政策の推進に貢献し活
躍している方々へ感謝状の贈呈を行っている。さらに、叙位・叙勲についても国、県等を通じ、内申及び推薦を行っている。表彰等は、教育委員会がさまざまな活
動に対する謝意を表すとともに、今後の活動継続の励みとし、更なる実践意欲の向上に資するため必要である。

　事業実施状況に対する分析（課題の抽出）

財
源
内
訳

特
定
財
源 その他

国庫支出金

従事者数 0.36 0.53 0 0

職員 0.36 0.53

臨時・非常勤等

決算額 509,063

執行率 98.1% 0.0% #DIV/0! #DIV/0!

27年度 28年度 29年度 30年度

事
業
費

実施計画事業費 － 519,000 431,000 378,000

予算額 519,000 519,000

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

年１回 年１回 年１回 年１回 年１回

対象 表彰の対象となる市民 事業の性質区分 定例・定型 業務計画 □

指標 表彰式の開催回数

27年度（第2次実施計画） 28年度（第3次実施計画） 29年度（第3次実施計画） 30年度（第3次実施計画）

事務事業名 教育委員会表彰の事務 事務区分 自治事務 部課かい名 教育総務部　教育総務課

事業の目的 教育委員会所管の学校及び団体並びに個人の功績を表彰する。 事業の目標
できるだけ多くの人々が、茅ヶ崎市の教育の振興や発展に貢献
する行動を行うようにする。
文化・スポーツ活動などが優れた人材を輩出する。

事業の概要
茅ヶ崎市教育委員会表彰規定により教育に貢献した教育関係者や文化・スポーツ活動などが優れた生徒・児童を５０団体（人）程度表彰する。また、特に
功績のあったものは、国の叙勲等の制度で推薦する。

【 平成28年度 第1回提出 】　業務棚卸評価シート

No. 3 シート作成者 - -



４　事業を構成する活動に係る改善内容

新たな推薦団体調整時期 ３月7-5 感謝状贈呈候補者の対象範囲の拡大検討

決算額（円）項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円）

【再設定項目】事業を構成する活動（28年度）

7-3 感謝状の贈呈を行う 感謝状の贈呈回数（年間） 年１回 80,000

候補者の選考・決定時期 ９月

7-4 叙位・叙勲候補者の選考会議及び庶務を行う 内申及び推薦回数（年間） 年２回

7-2 市教育委員会表彰式を行う 教育功労者に対する表彰回数（年間） 年１回 439,000

7-1 候補者の推薦、教育委員会の選考・決定を行う

事業を構成する活動（28年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）

3-4 改善内容なし 位置付けない

3-3

感謝状の被贈呈者の拡大を検討する。被贈呈者の拡大については、教育委員会内の情報交換を積極的に行うことで連携・協
力をする。また、関係各課に対しても感謝状贈呈制度の周知を行い、各課が所管する団体へも理解を得ながら、この趣旨を理
解した各関係者の推薦により新規の対象者を募れる体制の整備を進めるとともに、協議の過程における事務の効率化を検討す
る。

位置付けない

3-1

3-2

改善内容なし 位置付けない

改善内容なし 位置付けない

項番 改善内容 経営改善方針への位置付け

27年度活動の結果を踏まえた28年度以降の改善内容

3-3 感謝状の贈呈を行う 感謝状の贈呈回数（年間） 年１回 年１回 80,000

候補者の選考・決定時期 ９月 ９月

78,468

3-4 叙位・叙勲候補者の選考会議及び庶務を行う 内申及び推薦回数（年間） 年２回 年２回

3-2 市教育委員会表彰式を行う 教育功労者に対する表彰回数（年間） 年１回 年１回 439,000 430,595

3-1 候補者の推薦、教育委員会の選考・決定を行う

事業を構成する活動（27年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）


